
2020年、朝鮮半島情勢
(米朝、日韓関係を中心に）

激変期の勝利に向けた最後の旅程



7つのキーワード



こう着状態の米朝関係



米朝、こう着状態の長期化

〇 対話での交渉放棄 – 制圧するだろう

- 2018年の米朝対話後、北が得たもの：「米国が与えたものは裏切り行為
のみ」、「米国の本心は、対話と協商の看板を掲げて、のらりくらりして自
分の政治外交的利益をはかると同時に、制裁を引き続き維持して、われ
われの力を次第に消耗、弱化させること」

- 「強盗さながらのダブルスタンダード行為」をみると、「米国はわれわれに
核問題でなくても、また別の何かを標的にして攻撃し、米国の軍事・政治
的脅威は終わらないだろう」

-現在のような米国の態度に根本的変化なしには、対話と交渉を行わない
という立場を明確にした。



•南を通じてのトランプの親書ではなく、直接受け取った。

•米国が要求を受け入れてこそ対話再開が可能だとクギをさし「米国
が準備が出来ておらず、またそうできないことも良く知っている」と付
け加えた。

• トップダウン方式も可能ではない。



2018年6月12日、シンガポール宣言

朝米首脳会談、合意文

1． 朝米は（平和・繁栄の熱望により）新たな関係樹立を約束

2． 朝鮮半島の持続的・安定的平和構築のため共に努力

3． 4.27板門店宣言を再確認、北は朝鮮半島の完全な非核化のために
作業することを約束

4． 米朝は、戦争捕虜と失踪者の遺骨返還を約束



北 米

米軍の遺骨返還

東倉里、核実験場の
閉鎖

核実験の中断

特になく、非核化だけ
を繰り返す米国



米国の立場 北の立場

・寧辺の核施設廃棄とプラ
スαの可視的非核化措置
・寧辺以外に大きな核施設
がある
・完全で不可逆的な非核化

・核・ミサイル実験の中断
・寧辺の核施設を廃棄
・相応措置として制裁緩和
を要求

ハノイ会談



最高人民会議

施政演説



2019年6月30日、南北米首脳が板門店に

北、板門店「朝米会談」報道
「朝米対話、再開合意」



2019年10月5日、朝米実務会談

「米国は手ぶらで来た」
朝米交渉、決裂



2019年12月、「斬首部隊」が再び動き出した
北への圧力を強化

韓米特殊部隊が「北への仮想襲撃訓練」

12月25日、E-8Cジョイント・スターズ、
RC-135Sコブラボールなど、米空軍偵
察機5台が朝鮮半島に展開



正面突破



長期のこう着局面、自力更生ｖｓ制裁

•<自力更生と制裁>局面、自力更生で制裁を突
破し、外部の侵略脅威に備える「戦略兵器の開
発」を進め、現情勢に対処するための外交前線
を強化するという正面突破を宣言



正面突破戦の目標

• 正面突破戦の目標は「敵対勢力の制裁圧力を無力化させ、社会主義建設の新たな活

路を開くもの」だとし、「社会主義強国の遠大な抱負と理想を早く実現するもの」とした。

• (1) 当面の目標は ▲ 国家経済の土台を再整備し、可能な生産潜在力を総発動させ、

経済発展と人民生活に必要な需要を十分に保障すること、▲米国の北への敵対政策

を廃棄させ、朝鮮半島の平和体制を打ち立てること

(2) 展望の目標は、社会主義強国の建設だと規定した。

• - 正面突破戦の自信も表している。「今後、米国が時間を引き延ばせば引き延ばすほ
ど、朝米関係の決算を躊躇するならするだけ、予測できないほど強大となる朝鮮民主
主義人民共和国の威力の前に、無策でやられるしかなく、さらに袋小路に追い込まれ
る」としている。



戦略兵器



朝鮮中央TV

「世界は遠からず朝鮮民主主義人民共和国が保有することになる
新しい戦略兵器を目撃するだろう」



北、戦略兵器の開発へ

北は、1月21日に開催された国連軍縮会議で、米国が「非核化の年末時

限」を無視したので、北としてももはや核実験と大陸間弾道ミサイル(ICBM) 
の発射を行わないという約束に囚われないと明らかにした。

また、「米国が対話の再開を言っているが、最初から北への敵対政策を

撤回する意図が全くなかった」としつつ、「米国が敵対政策を放棄し、朝鮮
半島の持続的な平和を望む前には、今後も国家安保に必要な戦略兵器を
開発するだろう」と述べている。



軍事的攻勢 – 衝撃的な実際の行動、緊張
持続の可能性も

•軍事的攻勢への言及は、▲これ以上、核実験やミサイル実験の中
止約束にとらわれないとし、▲「われわれを相手に恐れ気もなく武力
を使おうとは思えないように」、「無敵の軍事力を保有し強化し続け
る」と述べた。

• また、「 守ってくれる相手もいない約束に、われわれがこれ以上一
方的にとらわれる根拠がなくなり、これは世界的な核軍縮と核拡散
防止のためのわれわれの努力にも冷や水を浴びせている」とした。



上向調整



朝鮮中央TV

「われわれの抑止力強化の幅と深度は
米国の今後の立場により上向調整されるだろう」



戦争危機をあおる韓国の保守マスコミ

朝鮮日報

米国、３～4月に韓米合同軍事演習の準備へ

米国内部で「北に圧力を
強めろ」と声が
サード配備も強行の声



非対称の相応な措置

•米国が韓米合同軍事演習を再開したり、北への制裁緩和などにより

• 相応の非対称的な措置を取るという警告だろう。



2020北朝鮮「新たな道」キーワード

南 0回
トランプ 0回



当事者になるべき
文在寅政府



文大統領、「平和は行動なくして来ない。
南北関係においても行動の幅を広げて行く」

「朝米対話こう着の中で…
南北協力を増進させる現実的
な方策を模索する必要性」 南北協力5つの提案

接境地域の協力

スポーツ交流

鉄道・道路の連結

非武装地帯の国際平和地帯

6.15の20周年共同行事



文在寅政府、当事者になるように

文正仁 特別補佐官

韓国政府は、中露の
北への制裁緩和案を

支持するだろう



ハリス駐韓米国大使、「北への個別観光」推進は
「米国と協議すべき」

• 「制裁下でも観光は許される。でも、旅行の持ち物には許され
ない物もあり得る。」

• 「観光客がどうやって行くのか？中国経由で行くのか？DMZ
（非武装地帯）を通って行くのか？国連軍司令部とも関連して
いる。戻ってくるときは、どうするつもりなのか？」



自主的意識の拡がり



キャンドル以後、大きな変化

• 米国への観点に根本的
な変化が起きている

• 朝鮮半島で大きな米国
反対の闘いがあった
（2002年米軍による女子
中学生轢殺への闘い、
2006年韓米FTA闘争、
2008年米国産牛肉輸入
反対闘争など）

• しかし「米国は出て行
け」という声はなかった。

• 大きな変化が始まって
いる

「金がないなら出て行け」
「同盟なのか、強盗なのか」



NO 安倍！



朝鮮半島情勢の示唆

1. 朝鮮半島の根本問題は分断・停戦体制ｖｓ平和をめぐる朝米対決
の深化

2. 朝鮮半島の緊張が高まる

 3月の韓米合同軍事演習（キーリゾルブ）阻止は大変重要

最後の山場に差しかかっている



安倍の軍国主義
武装化と
日韓市民の連帯



日韓関係の流れ
1) 強制動員［徴用工］関連、大法院判決(2012年)、差戻し判決、司法の私物化

• 朴槿恵–安倍による日本軍「慰安婦」問題の野合（2015年12月）

• 日韓軍事情報包括保護協定(GSOMIA)、締結（2016年11月）

* 日韓物品役務相互支援協定(ACSA)、推進論議（2段階）

* 有事の兵力派遣（3段階）、軍事協定問題、日米韓軍事同盟（？）

• 司法の私物化（朴槿恵政権時の司法介入 - ヤン・スンテ大法院長を通じて）

2) キャンドルの闘いとキャンドル政府の発足

- 「慰安婦」問題野合は事実上破棄、強制動員の法的責任を認める大法院判決

3)安倍政権の奇襲攻撃（2019.7．1）、ホワイトリスト国からの排除

• 日韓軍事情報包括保護協定(GSOMIA) の延長中断を通告（2019年8月22日）

- 2019.11.23終了予定だったが、直前に条件付き延長、WTO提訴の停止

• 韓国政府、輸出規制撤回とホワイトリスト国の復帰を要求、「条件付き」延期を強調（2月12日）



NO安倍の闘いと、その意味

1) キャンドル市民＋日本の改憲反対（平和）勢力

VS 安倍政権＋韓国内の手先マスコミ＋韓国内の手先政党

2)中間評価：安倍政権の計算違い（キャンドル政権を手なづけようと目論んでいた）

- 自由韓国党などの外交失敗攻勢、財閥企業の不安感加重

- 奇襲攻勢に仰天し屈服させようとしたが、一定程度の防御線が構築された

3) ‘日本への経済依存’脱皮の可能性

- 財閥企業の生存戦略としても、サプライチェーンの多変化は避けられない

• 旅行ボイコットで日本の地方都市が経済的打撃

4)東アジアの平和体制推進で、息継ぎができる状況が作られる

- 日米韓の垂直型軍事同盟推進に亀裂を作った

- 中国と日米の間でバランスをとれる一種の出発点の役割



日韓関係の展望

１）日韓軍事情報包括保護協定(GSOMIA)破棄の試み

– 金メダリスト： 安倍政権のゴリ押し

- 銀メダリスト： NO安倍「アンサ」［買わない！］、 NO安倍「アンガ」［行かない！］

- 銅メダリスト： NO安倍キャンドル

2)安倍政権は諦めず、軍事大国化と改憲を進めると予想される

- 経済報復中断とGSOMIA延長問題

- 強制動員［徴用工］問題、賠償金の強制執行など

3)日本の平和憲法9条を守る動き

- 韓国バッシングの支持世論は結構高いものの、

- 改憲はダメという世論も過半数以上

4)安倍四選の可能性は？ 改憲の可能性は？

5)日本の平和憲法を守る闘い（NO安倍）と韓国のNO安倍の闘い、積極的連帯の必要


